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　山中市長が、市民の皆さんに本年度の主な取り組み等について説明し、より良いまちにするため、
市民の皆さんと意見交換を行います。会場は、市内14カ所の集会所等で開催します。各会場は約30
人入場できます。各会場には、駐車・駐輪スペースはありませんので、バスまたは徒歩でお越しくだ
さい。身体に障がいがあり自動車駐車場を利用されるかたは、事前にお申し出ください。
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三条集会所

午後７時
30分～９時

�����福祉センター

午後７時
30分～９時

������

大原集会所�����潮芦屋交流センター������

前田集会所������西蔵集会所������

春日集会所������朝日ケ丘集会所������

打出集会所������浜風集会所������

茶屋集会所������翠ケ丘集会所������

潮見集会所������奥池集会所午後２時～
３時30分������
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　会社の健康保険等を脱退し、国民健康保険に加入される場合は、
「健康保険資格喪失証明書」と「印鑑」が必要です。
　現在、国民健康保険に加入されていて、新たに会社の健康保険等に
加入された場合は、対象者全員の「新しい健康保険被保険者証」・「国
民健康保険被保険者証」・「印鑑」を持って届け出をお願いします。国
民健康保険の脱退の届け出をされないと、引き続き加入者として保
険料がかかることになりますので、ご注意ください。 

��������	���������	
���������	�

　前年度に国民健康保険所得申告書を提出されたかた、または未申
告のかたには、国民健康保険所得申告書を４月中旬に送付します。期
日までに申告することで、７月に決定する保険料に反映されます。
　保険料の軽減制度を受けられる場合がありますので、所得がない
場合でも所得の申告をしてください。ただし、確定申告や市・県民税
申告をされたかた、また会社で年末調整をされたかたは不要です。
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　生活習慣病は日本人の死因の約３分の２を占めています。その生
活習慣病を未然に防ぐには「特定健康診査」でメタボリックシンド
ロームのリスクを早期発見し、「特定保健指導」で生活習慣を改善し
ていくことが大切です。「特定健康診査」を毎年受け、継続的にご自分
の健康状態をチェックしましょう。
　平成25年度の特定健康診査受診券は５月初旬に送付します。対象
者は、４月１日現在、芦屋市国民健康保険に加入されているかたで、
40歳から74歳のかた（年度内に40歳となるかたも含む）です。後期高
齢者医療被保険者（75歳以上）のかたにも、同時期に送付します。
　４月２日以降に芦屋市国民健康保険の資格を取得されたかたは、
今回の受診券発送対象外ですが、中途加入者を対象にした「特定健康
診査」を来年１月に予定しています。該当するかたには、12月ごろ個
別にご案内します。
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�������	
�����本人の前年所得が118万円以下の学生のかた（扶養親族等があれば、
　その人数に応じた額が加算されます。）
�������年金手帳・学生証・印鑑を持参し、市民課年金係窓口へ。24年度に学生納付特例を承
　認され、引き続き在学予定のかたには、日本年金機構からはがき形式の申請書が届きますので、
　返送してください。 ��������	
����������
������������� 	�
��������	
��������学生納付特例期間中に発生したけがや病気により、障がい
　が残ってしまった場合には、障がいの状態に応じて「障害基礎年金」の申請ができます。
���������学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入されますが、年金額
　には反映されません。学生納付特例を承認された月から10年以内に保険料を納付（追納）すれば、
　通常に納付された期間と同様の取り扱いとなります。
　※ただし、承認を受けた年度の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に一定の金額
　　が加算されます。
　※なお、学生以外のかたには、申請免除・若年者納付猶予制度があります。
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�����　市内在住で、応募時の年齢が20歳以上のかた
�����　２人以内
�����　７月１日～平成27年６月30日
�����　１回・１万1,200円（所得税込み）
�����　住所・氏名・電話番号・性別・生年

月日を記 入し、「私が考える市
民参画と協働の推進」をテーマ
にした800字程度のレポートを
添え、郵便・ファクス・メールで、
５月24日（金）〈必着〉までに下
記へ

　　　　　　※書式の規定はありません
�����　選考委員会においてレポート
　　　　　　を審査し、決定します　
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　「芦屋市市民参画及び協働の推進に関する条例」に基づき、
市民参画協働の推進計画の策定や計画の進行状況等を審議す
る推進会議委員を広く市民のかたから募集します。
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納
期
の
た
び
に
税
金
を
銀
行
に

納
め
に
行
く
の
は
、と
て
も
め
ん
ど
う

で
す
が
、何
か
い
い
方
法
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

����������������������
　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替（
自
動

払
込
）制
度
を
お
す
す
め
し
ま
す
。納
期

ご
と
に
市
役
所
や
金
融
機
関
等
に
わ
ざ

わ
ざ
お
出
か
け
い
た
だ
か
な
く
て
も
、

自
動
的
に
あ
な
た
の
口
座
か
ら
納
付
で

き
ま
す
。日
中
忙
し
く
て
納
付
に
行
け

な
い
か
た
、不
在
が
ち
な
か
た
に
は
特

に
便
利
で
す
。一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
だ
け
で
継

続
し
て
預
貯
金
か
ら
引
き
落
と
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。口
座
振
替
で
き
る
税
金
は
、市
・
県
民
税
、固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
で
す
。

　

手
続
き
方
法
は
、「
市
税
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
」を

芦
屋
市
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
市
役
所
課
税

課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、預
貯
金
口
座
届
出
印
を
押
印
の
上
、

課
税
課
管
理
係
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。手
続
き

が
完
了
す
る
ま
で
一
カ
月
程
度
を
要
し
ま
す
。

　

な
お
、年
度
始
め
に
お
送
り
す
る
窓
口
支
払
用
の

市
税
納
税
通
知
書
に
は
、「
市
税
口
座
振
替
納
付
依
頼

書
」を
同
封
し
て
お
り
ま
す
が
、第
一
期
の
口
座
振
替

に
は
手
続
き
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
。手
続
き
が
完
了

し
ま
し
た
ら
、は
が
き
で
開
始
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、そ
れ
ま
で
は
、お
近
く
の
金
融
機
関
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
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　写真とイラストを多用し、芦屋の
自然や史跡・名所、市内の施設やま
ちの楽しみ方を紹介。後半には、行
政の動きや統計などの情報も掲載
しています。ぜひ、一度手に取って
ご覧ください。
（Ａ４判・52ページ／全カラー刷り）
����　市役所北館１階行政情報
コーナー・ラポルテ市民サービス　
コーナー　����　300円
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　「あしや市議会だより」は、平成４年に発刊
を開始してから、新聞折込で市民の皆さんの
もとへお届けしていましたが、より多くのか
たがたに読んでいただくため、次回のあしや
市議会だより第84号（５月号）の配布から、直
接各戸へ配布します。
　これからもより充実した内容の市議会だ
よりとなるよう努めてまいりますのでよろ
しくお願いいたします。

���　５月12日（日）午前11時～午後２時<小雨決行>※午前９時30分から設営可　���　奥
池あそびの広場　�����　衣料品（クリーニング済みのもの）・日用雑貨など（飲食物不可）　
�������３ブース（３ｍ×３ｍ）<先着順>　����　１ブース1,000円　�����　電
話で出店者名・電話（ファクス）番号・出店品目を、５月１日（水）までに電話で上記へ　※搬入・搬出
時、ブースへの車の乗り入れはできません。撤去は午後２時からです。
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に
も
堪
能
で
、イ
ギ
リ
ス
で
発
行
さ

れ
た
本
を
翻
訳
出
版
さ
れ
、八
十
三

歳
に
な
っ
た
現
在
も
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
原
語
で
う
た
わ

れ
る
な
ど
国
際
感
覚
豊
か
な
か
た

で
す
。村
井
さ
ん
・
杉
山
さ
ん
も
他

所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
ら
れ
な
が
ら
、コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
の

活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

潮
芦
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、コ

ス
モ
ネ
ッ
ト
発
行
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。英
語
が
苦
手
な
か

た
に
は
、編
集
や
印
刷
、発
送
作
業

な
ど
を
通
し
て
、外
国
人
の
か
た
と

交
流
し
た
り
、異
文
化
体
験
な
ど
楽

し
い
活
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
入
手
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

は
協
会
主
催
の「
日
本
語
教
室
」に

通
う
外
国
人
の
か
た
や
外
国
人
の

友
人
に
翻
訳
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も

ら
う
そ
う
で
す
。こ
の
翻
訳
チ
ェ
ッ

ク
の
や
り
取
り
の
中
で
日
本
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
外
国
人
協
力
者
の

交
流
が
よ
り
深
ま
り
、家
族
ぐ
る
み

の
お
付
き
合
い
に
発
展
す
る
こ
と

も
多
く
、こ
の
活
動
を
や
っ
て
い
く

中
で
の
大
き
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
紙
面
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、刊
行
後
三
年
目（
平

成
十
二
年
）に
、協
会
が
実
施
し
た

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ま
す
と
、

最
も
得
た
い
情
報
と
し
て
①
イ
ベ

ン
ト
②
環
境
③
消
費
者
問
題
④
公

共
施
設
⑤
医
療
⑥
教
育
、な
ど
が
上

位
を
占
め
ま
し
た
。ま
た
、「
外
国
人

が
日
本
の
生
活
に
早
く
な
じ
む
の

に
役
立
っ
て
い
る
」「
外
国
人
と
し

て
日
本
で
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
さ
せ
る
発
行
物
で
す
」な
ど
喜
び

の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、協
会
設
立
十
周
年

記
念
誌
よ
り
抜
粋
）。

　

英
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
、岸

田
正
昭
さ
ん
は
現
役
時
代
に
海
外

五
十
カ
国
以
上
で
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
経
験
か
ら
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語

を
話
し
合
う「
芦
屋
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト

会
議
」を
芦
屋
市
国
際
交
流
協
会
が

開
催
し
た
時
に
、外
国
人
市
民
の
か

た
か
ら
芦
屋
市
の
情
報
が
ほ
し
い

と
の
希
望
が
あ
り
、当
初
は
八
名
ほ

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、メ

ン
バ
ー
の
入
れ
代
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
が
、現
在
は
初
期
の
頃
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
三
人（
岸
田
正
昭
さ
ん
・

村
井
厚
子
さ
ん
・
杉
山
直
子
さ
ん
）

を
中
心
に
、米
国
・
英
国
・
中
国
・
カ

ナ
ダ
・
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
多
く
の
国
の

か
た
が
翻
訳
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
協

力
し
、楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
作
業

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
三
人
で
翻
訳
や
編

集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、メ
ー

ル
で
の
や
り
取
り
に
よ
り
、お
互
い

の
分
担
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、作
業

時
間
も
大
幅
に
短
縮
し
ま
し
た
。翻

訳
作
業
で
一
番
苦
労
さ
れ
る
の
が
、

日
本
語
独
特
の
表
現
の
た
め
に
英

訳
が
直
接
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、日

本
語
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
英

語
で
表
現
す
る
こ
と
が
な
か
な
か

難
し
い
そ
う
で
す
。そ
う
い
う
と
き

　

市
で
は
、在
住
外
国
人
市
民
の
か

た
へ
の
情
報
提
供
の
一
環
と
し
て
、

毎
月
発
行
す
る
広
報
あ
し
や
を
英

語
に
翻
訳
し
た「
ア
シ
ヤ
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
」を
年
四
回
発
行
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
手
軽
に
入
手
で
き
る

よ
う
公
共
施
設
や
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
・
芦

屋
駅
前
郵
便
局
な
ど
に
配
置
し
て

い
ま
す
が
、広
報
あ
し
や
は
市
か
ら

の
重
要
な
情
報
を
毎
月
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
行
し
て
い
る
た
め
、年
四

回
の
英
語
版
発
行
だ
け
で
は
、決
し

て
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、芦
屋
市
国
際
交
流
協

会
で
は
、地
域
に
密
着
し
た
市
か
ら

の
情
報
を
外
国
人
に
も
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、毎
月
発
行
の「
広

報
あ
し
や
」か
ら
市
内
在
住
外
国
人

の
か
た
に
役
立
つ
記
事
を
選
ん
で

翻
訳
し
、編
集
・
印
刷
し
た「
コ
ス
モ

ネ
ッ
ト（
T
H
E 
C
O
S
M
O
N

E
T
）」を
刊
行
し
、希
望
者
に
郵
送

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、平
成
九
年
七
月
か

ら
始
ま
り
、今
月
で
発
行
回
数
が
一

九
〇
号
と
な
り
ま
す
。こ
の
事
業
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
、外
国
人
が
日

常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
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　このたび、南芦屋浜地区の整備状況の進捗に伴い、良好なまちづくりを進めるため、南芦屋浜地区地区
計画の変更案の縦覧を行います。また、その他の地区計画区域において、各種法令に基づく制限との整合
等を図るため、10地区の地区計画変更案の縦覧を行います。　
�����　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区
計画の変更（芦屋市決定）　�������　南芦屋浜（右図参照）・
浜風町南・潮見町南・緑町西・業平町・浜風町第２・若宮町・六麓荘
町・新浜住宅・松ノ内町・翠ケ丘町　計11地区　�����　４月
16日～30日《平日・執務時間内》　�����　都市計画課（市役所北
館３階）　����　この案について、土地に関する利害関係者は縦
覧期間中に芦屋市宛に意見書を提出（都市計画課へ）することができ
ます。意見書は個人情報以外は都市計画審議会の資料として公表さ
れます。
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���　５月９日～（第２木/10・11・３月は第１木）午後２時～３時
30分　���　市民センター218室　���　『枕草子』全三百余段
から、一回ごとに清少納言らしい章段を選び作者の美学を探る。�
��　40人　���　 京都橘大学名誉教授・鈴木紀子氏　����
３カ月毎に支払い（３カ月分6,000円）　�����　上記へ
�������������	
����������������
���������������������������������������������������������	
�����
���　５月５日（日）・６日（月）午後１時30分～２時30分　���
ロビー　���　谷崎潤一郎の小説「猫と庄造と二人のおんな」
をドラマ仕立てで朗読。　���　各50人　���　あおぞらド
ラマカンパニー　����　1,500円　�����　上記へ
�������������	
�������������
���　５月18日（土）①午前10時30分～②午後１時30分～　��
�　ルナ・ホール　���　谷崎潤一郎の同名小説の映画化作品
（1964年 大映作品）　���　若尾文子・岸田今日子・川津祐介・船越
英二ほか/監督:増村保造/脚本：新藤兼人　����　800円（前売り
700円・同館で販売）
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���　４月27日（土）午後２時～　���　展示室　����
当館学芸員　����　要観覧料　
�������	�
�
���　４月27日（土）・28日（日）午前10時～午後４時<雨天中止>
���　前庭　���　「創作活動を通した作者とお客様の交
流」を目的とした手作り品のバザール

�������	
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���　５月17日～６月21日<金・全５回>午前９時30分～11時30分
���　市民センター203室ほか　���　基礎知識・ワード・イン
ターネット・写真　���　windows７または８で、ワードソフト
が入ったノートパソコンを持参できるかた・16人　���　ＡＣパ
ソコン倶楽部・石塚寿彦氏ほか　����　2,000円
�������	
���
������������	
������������
���　５月25日～６月８日<土・全２回>午前10時～11時30分 
���　市民センター 401室　����①経済の供給面と需要面、
アベノミクスを読み解く②財政問題と国際問題／神戸大学大学
院経済学研究科教授・滝川好夫氏　���　80人　�����
800円

�����　①講座名 ②住所 ③氏名 ④電話番号 を記入し、
はがきかファクスで、（１）５月８日（２）５月11日までに公民
館へ。応募多数の場合抽選（市民のかた優先）

������一般800（640）円・大高生500（400）円・中学生以下
無料※（　）内は20人以上の団体料金※ 高齢者（65歳以上）およ
び身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持
ちのかた・その介護のかたは各当日料金の半額　
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　芦屋市環境づくり推進会議では、人と自然とのかかわりを通じて環境を守る大切さを
知っていただきたいと「農業体験と自然体験」の参加者を募集します。
������　①５月19日（日）サツマイモの植え付け体験②10月27日（日）収穫の体験・農
業体験後は周辺で昆虫や植物の観察・午前９時30分～午後４時※荒天でないかぎり実施※
天候によっては自然体験が変更になる場合があります。　���　みずほ協同農園と農園
周辺（貸し切りバスで移動）　���　①②とも参加できるかた40
人※小学６年生までの児童単独または児童同士の参加は不可　�
��　各回・大人2,000円/小学校６年生まで1,000円　����　昼
食・水筒・筆記具・帽子・タオル・軍手等（汚れても良い、動きやすい服
装）　�����　５月10日（金）午後５時30分までに下記へ※申し
込み多数の場合は抽選。５月14日（火）ごろに参加者へ通知
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　こどもエコクラブは、子どもたちが人と環境の関わりについて幅広い
理解を深め、自然を大切に思う心や、環境問題解決に自ら考え行動する
力を育成し、地域の環境保全活動の環を広げることを目的としています。
　皆さんの参加をお待ちしております。
���　自分たちのできる、身近な環境活動に自由に取り組みます。
（生き物調査・まちのエコチェック・リサイクルなど環境に関する活動/
こどもエコクラブニュースに載っているプログラムの活動など）※会員
になると、活動に役立つツールやエコクラブニュースなどを無料配布し
ます　���　活動グループ（３歳～18歳）・活動を支えるサポーター
（20歳以上）　�����　環境課にある登録用紙に記入し、下記へ


